
２０２４年（４月～６月期）における海外安全対策情報 

 

２０２４年８月 

在オーストラリア日本大使館 

ＡＣＴ（首都特別地域）キャンベラ 

 

１ ＡＣＴ（首都特別地域）の治安情勢 

（１）報道では暴行や窃盗などの事件が多く見られましたが、前年度の同時期や前四半期

と比較すると、全体的に犯罪件数は減少傾向が見られます。昨年１０月のイスラエル、ハ

マス間の衝突以降発生している抗議活動は、発生件数自体は減少しているものの依然とし

て市街地や関係国大使館付近で行われている現状です。 

 

（２）前四半期との比較 

  全体の発生件数自体は減少していますが、一部増加している罪種もあります。暴行

（性的暴行含む）などの対人犯罪が増加している一方で、車両盗難、器物損壊や交通違

反などは減少しています。 

 

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

（１）犯罪発生地域の傾向 

  ア 昨年度の同時期に比べ、全般的に減少傾向にあります。特にバーリー・グリフィ

ン湖を起点とする北部地域(North Canberra)は大幅な減少が見えております。 

  イ 「地域別犯罪発生率の傾向」について 

（２）犯罪発生件数と犯罪の傾向 

  ア ＡＣＴでの３ヶ月間の犯罪発生件数（昨年同時期の発生件数） 
 

・暴 行      ：  ５７８件（  ８２３件） －３０％ 

・住居侵入     ：  ３５５件（  ４３３件） －１８％ 

・強 盗      ：   ３４件（   ４１件） －１７％ 

・殺人       ：    ３件（    ０件） ３００％ 

・性的暴行       ：  １１１件（  １６３件） －３２％ 

・その他の対人犯罪 ：   ７７件（  １３５件） －４３％ 

・車両盗難     ：  ２０５件（  ２６７件） －２５％ 

・器物損壊     ：  ６４５件（  ８５８件） －３１％ 

・その他の犯罪   ： １５８２件（ ２３０３件） －２２％ 

・窃 盗      ： １３７４件（ １７５６件） －３３％ 

・交通違反     ： １３３３件（ １９９９件） －２８％ 

   ＡＣＴ全体の犯罪発生件数は昨年同時期に比べ約２８％減少しています。 

イ 犯罪別の傾向 

暴行（性的暴行含む）事件については、家族やパートナーに対する家庭内暴力が多

く見られ、報道でも度々取り上げられています。また、交通事故の発生件数が多

く、速度超過または飲酒運転に付随した衝突事故により、死傷者も発生していま

す。今期は、殺人事件が３件、未遂も含めると５件の重大犯罪が発生しており、発

生地域はサウス・キャンベラ地域に集中しています。 

 

https://www.au.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_01957.html


（３）今期の特性 

今期のＡＣＴ内における治安情勢は、全地域において昨年の同時期と比較すると犯罪

発生率が減少していることが分かります。特に車両盗難は昨年の同時期から２３％、前

四半期からは３１％の減少となり、警察のメディアリリースで取り上げられたのは２件

のみでした。しかしながら、前四半期からインターネットやソーシャルメディを利用し

た性的犯罪や詐欺などの犯罪は増加の傾向が見えているため、ACT警察は特に若年層に

対するインターネットへの向き合い方について注意喚起を実施しています。 

 

３ テロ・爆弾事件発生状況 

（１）テロ事件の発生状況 

２０２２年１１月２８日以降、豪州のテロ脅威レベルは「可能性有り（Possible）」

へ段階を下げています。しかしながら､今年４月にシドニーの教会で刺傷事件が発生、

宗教的動機によるテロ行為として認定されました。テロの脅威がなくなったわけではな

く､国内外を問わずテロリストの活動は懸念されているため、今後も継続的にテロに関

連した最新の情報の入手に努めてください。 

（２）爆弾予告及び事件の発生状況 

現在のところ爆弾に関連した事件の発生については認知していません。 

 

４ 誘拐・脅迫事件発生情報 

 邦人誘拐等の被害については認知していません。 

 

５ 日本企業等の安全に関わる諸問題 

一般的に対日感情は良好とされ、日本企業等の安全に関わる諸問題については認知して

いません。 

 

６ 抗議活動 

日本や日本人を標的にする抗議活動は発生していません。５月には化石燃料の廃止を訴

えるキャンペーンが数回実施され、６月には豪州政府に対する難民の権利を主張する抗

議活動が行われたほか、中国首相の来豪に伴い、約３０００人が集結する歓迎、抗議の

両派による諸活動が発生しました。 

また、イスラエル、ハマス間における衝突に関する抗議活動については、市街地、もしく

はオーストラリア国立大学構内等でも継続して行われております。これまでのところ、キ

ャンベラでの抗議活動は平和的に行われており、逮捕者については確認されていません。

しかしながら、こうした活動の増加については予測ができないため、抗議活動等を見かけ

た場合は、決して近寄ることなく、巻き込まれないよう十分注意してください 

 

参考： 

１．ＡＣＴ警察犯罪統計（ACT警察ウェブサイト） 

 
２．ＡＣＴ（首都特別地域）の事件発生状況（２０２４年４月～６月期） 

https://www.policenews.act.gov.au/crime-statistics-and-data/crime-statistics
https://www.policenews.act.gov.au/crime-statistics-and-data/crime-statistics
https://www.au.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_01956.html

